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令和4年度 新規事業 重層的支援体制整備事業
複雑化・複合化した生活課題（8050世帯、ひきこもり、介護と育児のダブルケア、ヤングケアラーな
ど）に対応する『包括的な相談支援体制』を構築するため

①誰一人取り残さない相談支援、②参加支援、③地域づくりに向けた支援
を一体的に実施します。（社会福祉法106条の4）

【重層的支援体制整備事業とは】

相談者の属性や世代・相談内容を問わず『包括的に
相談を受け止め』、相談者の課題を整理し、適切な情報
提供や課題解決に向けた伴走支援を行います。
・福祉総合相談窓口（生活困窮者支援、多職種連携の仕組みづくり）
・基幹相談支援センター（障がい者支援）
・基幹型地域包括支援センター（高齢者支援）
・成年後見センター（権利擁護事業）

社会との繋がりを再構築（回
復）するための支援及び社会資源
の開発を行います。
・就労（準備）支援
・居住支援（居住支援法人）
※3ページ参照
・多様な居場所づくり

地域住民や企業、団体などが属
性を超えて交流できる環境を整
備し、地域づくりの活性化を図り
ます。
・生活支援体制整備事業
・アウトリーチ事業

連携
強化

三つの支援を『一体的に取り
組む』ことによって『支援の相
乗効果』を高めます。

②参加支援 ③地域づくりに向けた支援

①誰一人取り残さない相談支援
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【居住支援に取り組みます】

稲沢市 福祉総合相談窓口
稲沢市稲府町1番地　市役所東庁舎1階

【開設時間】 月曜日～金曜日　8：30～17：15（祝日・年末年始を除く）
☎0587-32-1484（直通）

住宅確保要配慮者居住支援法人　申請中（令和4年3月時点）

居住支援法人とは
住宅確保要配慮者（低額所得者、被災者、高齢者、障がい者、子育て世帯など住宅の確保に特に配
慮を要する者）の民間賃貸住宅への円滑な入居の促進を図るため、住宅確保要配慮者に対し家賃債
務保証の提供、賃貸住宅への入居に係る住宅情報の提供・相談、見守りなどの生活支援など実施す
る法人として都道府県が指定するものです。

相談例
・家賃を滞納しているため、退去を迫られそう
・家賃の安いところへ引っ越したい
・保証会社の審査に通らない

具体的な支援内容
①賃貸住宅への入居にかかる情報提供及び相談
協力不動産店と連携し、入居可能な物件の情報提供を行います。
必要に応じて、同行支援を行い、契約手続き支援を行います。

②入居後の生活や福祉制度などの利用に関する支援の
コーディネート（調整）
相談者の状況や相談内容に合わせて、福祉制度・生活支援サービスなどの
利用に関して、他機関と協働し包括的な支援に向けた調整を行います。

～複合課題や制度の狭間にも対応する『包括的な相談支援体制』づくり～

現在、市内協力不動産業者と一緒に居住支援の仕組みづくりに取り組んでいます。
まずはご相談ください。

New!
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～テーマ型募金協力へのお礼～
赤い羽根共同募金の取り組みの一部として、市町村ごとでテーマを設けて地域の課題解決に向
けた活動資金を募る「テーマ型募金」を1月～3月の期間に取り組みました。
稲沢市では、「災害被災地のために活動するボランティア活動者を応援してください！」をテー
マに募金を実施しました。ご協力いただきました皆様、誠にありがとうございました。

実績額　208,500円 （3月2日現在）

令和3年度赤い羽根共同募金へ温かいご寄付をお寄せいただき、誠にありがとうございました。一昨
年度から続くコロナ禍により制限される中での募金活動ではありましたが、市民や企業の皆様をはじ
め多くのかたのご支援のもと、多額の募金をいただくことができました。この募金は、本会が行う地域
福祉活動をはじめ、県内の社会福祉施設の整備費や災害等準備金にも活用されます。

令和3年度　募金実績額　17,799,729円 （3月2日現在）
今後も、“誰もが住み慣れた地域で安心して暮らすことができるまちづくり”の推進に向けて、赤い
羽根共同募金活動へご理解、ご協力くださいますようお願いいたします。

赤い羽根共同募金にご協力
ありがとうございました

※ご寄付をいただきました法人名・団体名などについては、本会WEBサイトに掲載しております。

TOPページ → 赤い羽根共同募金 → 令和3年度ご寄付者紹介社会福祉協議会WEBサイト

認知症に関心のあるかたが気軽にお話ししたり、また、相談ができる誰でも参加で
きる場「オレンジカフェだいだい」が、稲沢市民センター地区内にオープンしました。
「地域で認知症に関する支援や活動ができないか」という思いを持つ仲間が集まり、
ボランティアグループ「だいだい」を結成し、オレンジカフェを運営する運びとなりました。
場所は喫茶店「カルダン」の一角をお借りして、おいしい飲み物をいただきながら、認知症に関連した
お話などをしています。

活動日時  毎月第二火曜日 14:00～15:30（都合により変更する場合があります。）
本会では、ボランティア活動と地域資源をつなげ、より効果的な取り組みになるよう支援しています。
お気軽にご相談ください。

ボランティアと喫茶店の協働（パートナーシップ）

 地域づくりナビ  発信！

「カルダン」
地域の方々が楽しく
安心して過ごせる
ことに役立つことが
できて、嬉しく
思います。

「だいだい」
認知症のかたやご家族のかた、
関心のあるかたがほっと一息

できる場になるように、また安心して
暮らせる地域を目指して活動しています。

まずはお気軽におしゃべりに
来てください。
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福

ボランティア募集のポイント③NPO豆知識
団体でイベントなどを企画する際、当日手伝ってくれるボランティアを募集するポイントを紹
介します。

ボランティア希望者は、当日どのような活動をするか不安になり、参加をためらうことがあ
ります。募集の際に、事前オリエンテーションがあることをあらかじめ示すことにより、ボラ
ンティアが参加しやすくなります。
また、事前オリエンテーションでは、主催団体の紹介や活動における注意事項などを説明す
ることでボランティアが安心して活動することができます。

稲沢市市民活動支援センター・ボランティアセンター
■稲沢市国府宮三丁目1番1-101号　総合文化センター内
☎　0587-33-6400　FAX　0587-22-6110（平日及び第2・4土曜日8:30~17:15）
WEBサイト https：//www.inasvsc.jp　Eメール volo-info@inazawa-shakyo.or.jp
《公式facebook、twitterも見てね！》
■facebook　https://www.facebook.com/inazawa.svsc
■twitter　 https://twitter.com/inazawashien

登録団体紹介「ヒッポファミリークラブ 稲沢」
代表の吉田さんは、子どもが1歳、2歳と手のかかる時期に、ヒッポファミリークラブ主催「7カ国語で
話そう。」という講演会に参加しました。講師から、「本来、ことばは環境によって自分で習得していくも
の、環境さえあれば誰もが母語に限らずいくつかのことばを話すのが自然」という話に目からうろこ。
当時、稲沢にはグループがなく、名古屋や一宮での活動に参加しながらメキシコ、韓国などのかたの
ホームステイ受け入れを体験。子どもたちはことばに困る様子もなく、自然と仲良くなりました。
このような環境を子どもたちのためにも地域のかた達と一緒に作りたいという思いから、1990年
に稲沢でグループを立ち上げ、毎週定例の活動を行っています。
団体では、ことば（多言語）や交流の面白さを伝える体験会、講座などを
随時開催しています。また、世界各国とのホームステイ交流（現在は、オン
ライン）、留学などもサポートしています。
「体験を通した学びに興味を持って、トライしてみたいかたが増えると
嬉しいです。」と代表の吉田さん。
団体の活動に関心のあるかたは、下記問合先まで。

〈問合先〉　ヒッポファミリークラブ 稲沢　代表　吉田真実子
ysd.mamichan@gmail.com
WEBサイト https://peraichi.com/landing_pages/view/8b7jz

事前オリエンテーション（説明会）の準備をするポイント
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※　どなたでも、　特になし、　無料の場合は省略

期間・日時 場所・会場持ち物・服装定員

申込み・応募
内容

その他対象 費用・受講料

◎DVD
4/18(月) 真宗大谷派総本山「東本願寺」　5/16(月)時宗総本山「清浄光

寺」　6/20(月)皇室の御寺「泉涌寺」 各回13時30分～15時30分
市民活動支援センター

　新型コロナウイルス感染拡大の影響により、イベントが中止又は延期となる場合があります。
　最新情報については、主催団体にご確認ください。

センターからのお知らせ

■登録団体情報　【イベント情報】
団体名 問合・申込先内容

代表 松田文夫
☎0587-21-0021

歴史を見る会

ボランティア保険は、①ボランティアが安心して活動するため、②活動対象者が安心して支援を受けるため、
③団体が主催する行事に安心して参加してもらうために不可欠なものです。加入忘れのないよう、早めに手続
きを行いましょう。補償プランの詳細は、センターへお問い合わせください。

ボランティア活動中、ボランティア自身がケガをした場合の「傷害補償」と、他人の身体または財物に損
害を与え、法律上の賠償責任を負った場合の「賠償責任補償」がセットになった保険です。
（例）ボランティア活動中に転倒し骨折した。物を壊してしまった。　など

加入手続き完了日の翌日から令和5年3月31日まで
①基本プラン250円～ ②天災プラン400円～
活動中に新型コロナウイルスに感染した場合も補償の対象となります。

ボランティア保険加入のご案内

ボランティア活動保険（個人の活動を1年間補償）

ボランティア行事用保険（団体が主催する行事を補償）
福祉活動やボランティア活動を目的とする団体などが主催する行事中に、参加者がケガをした場合の

「傷害補償」と、行事中の事故などにより主催者が法律上の賠償責任を負った場合の「賠償責任補償」がセ
ットになった保険です。
（例）飲食を伴うイベントで参加者が食中毒になった。　など

行事開催期間中
①日帰り行事・現地集合行事 1名1日あたり30円～ ②宿泊行事 1名あたり 223円～

※日帰り行事、現地集合行事については、1行事の参加者人数が20名以上から対象となります。

補償期間
保険料
その他

補償期間
保険料

ボランティアセンター（総合文化センター内）、本所（市役所東庁舎1階）、西部支所（平和らくらくプラザ内）
窓口にある「加入申込書」に必要事項を記入・捺印し提出した後、指定口座に保険料を振り込んでください。

受付窓口
手続き
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地域の集まりや福祉施設などに対して、ボランティアセンターに登録されているボランティアを紹介しま
す。詳細はセンターへご相談ください。
市内在住・在学のかたで、5名以上で構成された団体。福祉施設の場合は、社会福祉協議会施設会員のみ。
実施の1か月前までに「ボランティア紹介申請書」をセンターに提出してください。
※申請書は、センターWEBサイトからダウンロードができます。
・同時に複数の申請はできません。
・ボランティアの活動場所は、原則として市内に限ります。
・調整の結果、ご希望に沿えない場合があります。

ボランティアチルドレンの活動では、様々な福祉体験を通して、助け合
いやつながりの大切さを学びます。
長期休み期間を中心に年8回程度
9時30分～12時（主に土曜日）※初回は6月25日（土）
活動内容により活動時間が変更になる場合があります。
総合文化センター 他
障がいのあるかたとの交流、しめ縄づくりなど
市内在住・在学の小学生（4年生以上）及び中学生
7名（定員を超えた場合は抽選。結果は郵送にて通知）
4月25日（月）までにボランティアセンターへ電話にて申込み ☎0587-33-6400

ボランティアチルドレン　新メンバー募集‼

ボランティアを紹介します！

正月用のお餅による助け合い活動（喜もち寄付プロジェクト）
に、鏡餅131飾り、切り餅598切れが集まりました。（昨年：鏡餅
47飾り、切り餅101切れ）
これらは、市内子ども食堂などを通じて、必要とするかたへお
届けしました。
温かいご支援ありがとうございました。

報告 たくさんの喜（き）もちが集まりました。

～子どもたちの活動をサポートする学生サポーター（高校生以上）を募集しています。～
下記メールアドレス宛に①～⑤の情報を入力し、送信してください。
①氏名（ふりがな）②学校名（学部）③学年④住所⑤電話番号
E-mail　children@inazawa-shakyo.or.jp
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ボランティア活動との出会いは
20年程前、名古屋駅のホームで白杖（※1）
を持ち、何か困った様子の中学生を見かけた
ため、声をかけると、「公衆電話のところまで
連れて行ってほしい。」と言われました。その
中学生にガイドする方法を聞き、公衆電話ま
で案内し電話が終わるまで見届けました。
このことがきっかけで、私でも人の役に立
てることがあるのだと気づき、「視覚障がい
者ガイドボランティア養成講座」を受講しま
した。
その後、視覚障がい者の外出支援を行う

「手びきサークル道」に入会し、現在まで活動
しています。
あなたにとってボランティア活動とは
視覚障がい者のかたが参加される福祉団
体の行事やガイドボランティア活動に携わ
っている時間がとても楽しく、同じ時間を共

有することで、人との関わり合いや周りへの
思いやりなど私自身の成長にもつながって
います。
また、ボランティア活動を通じてたくさん
の仲間ができたことも、人生を豊かにしてく
れました。
ボランティア活動に興味・関心のあるかた
にメッセージを
ボランティア活動には多くの出会いがあ
ります。
私が活動するガイドボランティアグルー
プは定期的に集まり、楽しく情報交換なども
行っています。関心のあるかたは、私たちと
一緒に活動しませんか。
（※1）視覚障がい者が歩行するときに使う白い杖で、
「見えない・見えにくい」ことを周囲に知らせたり、歩
く先に障害物がないことを確認する役割があります。

第11回第11回

市内で活躍するボランティアにスポットを当て、ボラン
ティア活動への思いを語ってもらいます。
今回は重度視覚障がい者の外出支援などを行っている

大和幸子さんにお話をお聞きしました。

「車イスドクターズ」は、豊田合成株式会社の従業員に
よるボランティアグループで、定期的に福祉施設などを訪
問し、車いすの点検・修理を行っています。
1月8日(土)は、社会福祉協議会の貸出用車イス19台

を安心して利用できるよう整備していただきました。
ありがとうございました。

車イスドクターズ

やまと ゆき こ

はくじょう
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新型コロナウイルスの影響により、活動制限が長期化することで身体機能が衰え、転倒や骨折、寝たきりな
どを招いてしまうことが懸念されます。そのため、感染予防をしながら身体活動を行うことが重要です。
身体活動は、筋肉の発達だけでなく食欲や心の健康にも影響します。大切なのは、
意識的に少しでも体を動かすことを続けることです。
身体機能を衰えさせないポイント
①座っている、横になっている時間を減らしましょう。
②1日1回、5～15分程度、外で日の光を浴びるようにしましょう。
③家事（掃除、洗濯、調理など）や畑仕事、庭の手入れなど、体を動かしましょう。
④ラジオ体操や散歩など、身近でできる運動に取り組みましょう。
⑤今より10分多く体を動かしましょう。

【連載】

障がい者基幹
相談支援センター

だより

第
35
回

稲沢市地域生活支援拠点等
事業について

次回は、稲沢市サポートブックについてお伝えします。

「地域生活支援拠点等事業」とは、障がいのあるかたの重度化、高齢化や、親
なき後を見据え、地域で安心して暮らし続けられるように、地域の関係機関が
協力して支援する体制を整えていくための事業です。具体的には、緊急時に備
えた支援体制や、親元からの自立に向けた生活の体験機会の確保など、様々
な検討を進めています。

地域生活支援拠点等事業とは、どんな内容ですか？
質問

回答

質問

回答

【連載】

第33回

フレイル予防（2）運動について
高齢者役立ち
かわら版

令和3年4月から市内の福祉事業所などの協力により、本事業を開始してい
ます。新たな取り組みの一つとして、障害者緊急時対応事業があり、ご家族の
緊急時に支援が必要な障がいのあるかたに事前登録をしていただき、緊急時
に個々の事情に応じた支援ができるように備えています。
事前登録の方法などは、担当の相談支援事業所にご相談いただくか、市役所
福祉課又は障がい者基幹相談支援センターへお問い合わせください。

稲沢市ではどんな取り組みを行っていますか？

今回はフレイル（心身の活力が低下した状態）予
防の1つである「運動」について紹介します。

※本会ではノーマライゼーションの理念を推進する観点から広報紙面などにおける「障害」の表記を、「障がい」と一部ひらがな表記に
　努めています。
※ノーマライゼーションの理念とは、デンマークにおける知的障がい者の親の運動から広がった考え方で、障がいのある人もない人も、
　みんなが安心して生活をおくることのできる地域社会を築くことをめざすものです。

次回は、「フレイル予防（3）」について紹介します。
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【申込先・問合先】
社会福祉協議会本所
☎0587-23-6713（平日8時30分～17時15分）

※　どなたでも、　特になし、　無料の場合は省略

期間・日時
場所・会場

持ち物・服装定員
申込み・応募内容
その他対象 費用・受講料社協の

情報広場

i n f o r m a t i o n

福

新型コロナウィルス感染拡大の影響により、中止
又は延期とさせていただくことがございますので、
あらかじめご了承ください。

稲沢市社会福祉大会第２７回
ふくしグラウンド・
ゴルフ大会

市陸上競技場において、令和３年１１月２７
日（土）に開催しました。新型コロナウイルス感
染拡大防止のため二部構成で行い、３０８名の
参加者が日頃の練習の成果を発揮するととも
に、ふれあいの輪を広げることができました。
大会においてホールインワンを出されたかた

から、ホールインワン基金として赤い羽根共同
募金へご寄付をいただきました。誠にありがと
うございました。

稲沢市社会福祉大会では、長年にわたり稲沢
市の社会福祉の発展に功績のあったかた、善行
児童生徒、赤い羽根共同募金に多額の金員を寄
付されたかたに対しまして、表彰状及び感謝状
を贈呈しています。
令和3年度は、2月11日に開催を予定していま

したが、新型コロナウイルスの感染拡大防止の
ため、参加者の安全と健康を考慮し、中止とさ
せていただきました。
令和3年度の受賞者数は次のとおりです。
稲沢市社会福祉協議会長表彰状 53件
稲沢市社会福祉協議会長感謝状 31件
稲沢市共同募金委員会長感謝状 67件
中央共同募金会長感謝状（伝達） 1件
愛知県共同募金会長感謝状（伝達） 10件

報告報告

※受賞者のお名前につきましては、本会ＷＥＢサイトにて掲載しております。
社会福祉協議会ＷＥＢサイト　TOPページ

音楽療法支援事業
音楽や音、リズムを使って子どもたち一人ひとりの発達に合わせたプログラムを実施しています。

楽しく参加しながら気持ちや身体を育みましょう。

ひまわり園（矢合町山屋敷３３２９番地）
市内在住の発達に遅れがある３歳から小学生までの子どもとその親
親子８組（定員を超えた場合は抽選。結果は郵送にて通知）
４月15日（金）までにひまわり園へメールにて申込み
E-Mail　himawari@inazawa-shakyo.or.jp
◆メール入力例◆
メール件名／「音楽療法申込」
メール本文／①子どもの氏名・ふりがな・性別・年齢　②保護者氏名・ふりがな　③郵便番号
④住所　⑤電話番号（日中連絡がとれるもの）　⑥希望の実施時間番号（第１希望・第２希望）
初めての参加者を優先します。
参加者のかたには、事前にフェイスシート（子どもの心身に関する情報をまとめた書類）の作成を
お願いします。
調整の結果、実施時間はご希望に沿えない場合があります。

毎月第3土曜日（5月～翌年3月の全１１回）
①１０時～１０時３０分
②１０時４０分～１１時１０分
③１１時２０分～１１時５０分

④１２時３０分～１３時
⑤１３時１０分～１３時４０分
⑥１３時５０分～１４時２０分

⑦１４時３０分～１５時
⑧１５時１０分～１５時４０分

優勝者（敬称略）
一部　男子：井上悌典（丸甲） 打数34
　　　女子：林　光子（片原一色） 打数34
二部　男子：丹羽秀逸（稲沢東） 打数30
　　　女子：住田多美子（千代田） 打数34
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5月2日（月）～6月12日（日）の期間で、お好きなお日にちにお出かけください。
※ただし、日・祝日は、1名様1,000円の入場料が別途必要となります。
白川公園特設会場（名古屋市中区栄）
市内在住のひとり親家庭の保護者と18歳以下（高校生まで）の子ども
100名（定員を超えた場合は抽選。結果は郵送にて通知）
4月18日（月）までに本会へメールにて申込み
E-Mail　fukushi@inazawa-shakyo.or.jp
◆メール入力例◆
メール件名／「木下大サーカス申込」
メール本文／①保護者氏名　②子ども氏名・年齢　③郵便番号　④住所　⑤電話番号
座席は自由席です。会場までの交通費は自己負担となります。
2歳以下のお子様は、保護者の膝の上での観覧になります。

【申込先・問合先】
社会福祉協議会本所　☎0587-23-6713（平日8時30分～17時15分）

右表のとおり
市役所東庁舎内　社会福祉協議会相談室
毎月2組まで
市内在住・在勤のかた
事前予約制です。（先着順）
開催日2か月前の月初日から電話にて受付
（ただし、土日・祝日の場合は、翌日（平日）からの
受け付けとなります。）
4～6月の予約は、4月7日（木）から受け付けを
開始します。
お問い合せ、申し込みは
成年後見センター（0587-22-5565）まで
・原則、相談はお一人様、年間1回まででお願い
します。
・相談には、成年後見センター職員も同席します。
・諸事情により、相談員が変更になる場合があり
ます。

稲沢市成年後見センター　無料相談会のご案内
成年後見センターでは、成年後見制度などに関するご相談に、毎月２組まで専門職が無料でお
受けします。これから、成年後見制度の利用を検討するかた、または既に後見人などに就任してい
るかたで支援内容などについて相談したいかたは、ぜひご活用ください。

ご寄付ありがとうございました。
ご寄付ありがとうございました。皆様のご厚意に心からお礼申しあげます。
令和3年12月1日から令和4年2月28日までのご寄付を掲載しています。（順不同・敬称略）

ひとり親家庭支援事業 ～木下大サーカスへ無料ご招待～
この度、木下サーカス株式会社様から「ひとり親家庭への支援に役立ててほしい。」という想い

と共に、『木下大サーカス名古屋公演』の福祉招待券の寄贈を受けました。
感動を分かち合うひとときを親子でお楽しみください。

4月28日（木）

5月26日（木）

6月23日（木）

7月28日（木）

8月25日（木）

9月22日（木）

弁護士

行政書士

司法書士

社会福祉士

弁護士

行政書士

■相談会開催日

①13時～、②14時15分～（相談時間1時間程度）

【社会福祉基金】
◎高齢者ふれあいサロン愛ぷらす・・・・・・・・・・・・・・・・・・86,763円
◎千代田仏教会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20,000円
◎一般財団法人荒川磯慈善会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・200,000円

◎近藤克美・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・35,000円
◎匿名（2件）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・40,000円
【物品】
◎一宮東ライオンズクラブマジパレ支部
・・・・・・・・・・・・空気清浄機5台※障がい者相談支援事業所で活用します。

〇弁護士・司法書士・行政書士による相談
主に成年後見制度利用に伴う法律関係等（相続、
遺言等含む）に関するご相談
〇社会福祉士による相談
主に成年後見人等が行う身上保護等（生活、療養
看護に関する事務）に関するご相談

開設日 相談員
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財源確保のために有料広告を掲載しています。広告については本会が推奨するものではありません。

クイズ正解者の中から抽選で
「図書カード」1,000円分をプレゼント！

令和4年7月号、10月号、令和5年1月号、4月号の募集をします！
広告規格：1枠サイズ　縦5.0㎝×横8.0㎝
掲載位置：「い～な」最終頁で、当会の指定する位置
募集枠数：1号あたり6枠まで
広告料：1号あたり会員は1枠15,000円、非会員は20,000円
発行：年4回（4月・7月・10月・1月）
配布先：市内全戸配布
申込：4月7日（木）から受付を開始します。（先着順）
次号（7月）の申込みは4月28日までです。

広告掲載の募集
あなたの会社ＰＲしてみませんか
広告掲載の募集

あなたの会社ＰＲしてみませんか

広 告

学校・教室見学入学相談受付中☆転・編入生随時受付
☎0586-68-7068/090-8088-4858
high12summer_waves13@ybb.ne.jp
〒492-8389愛知県稲沢市横野町764-1

通信単位制普通科 原則留年ナシ！バイト留学もOK！
前籍校での在籍期間や取得単位を最大限に活かします！

併設　学研横野法閑寺教室

日本航空高等学校
尾張学習支援センター

広 告

 

明日のよりよき相談役
㈱大矢相互不動産

＜      本 社     ＞ 稲沢市大矢町地蔵堂60番地の2
 ☎0587-36-3150 FAX0587－36－3189
＜稲沢中央営業所＞ 稲沢市小池3丁目12-4
☎0587-24-2840 FAX0587－24－2847

不動産の売買・賃貸・仲介・コンサルティング

創業45周年・市内2店舗広 告

まずはお気軽に
お電話ください

☎0587-36-6337
稲沢市大矢町寺脇１0番地

機能訓練に重点をおいた
サービスを提供しています

半日型デイサービス（午前の部・午後の部）

おおや村 ＊見学随時受付中 

広 告

企業の懸け橋　多数のご応募ありがとうございました。前回のクイズの答え

問題
新型コロナウイルスの影響により活動制限が長期化する中、身体機能の
衰えによる転倒や骨折、寝たきりなどを防止するために、□□□□を
しながら身体活動を行うことが重要です。
□に入る文字をお答えください。 ※ヒントは紙面のなかにあるよ！

●ご応募いただく際に、ご記入いただきました個人情報は、当選者への賞品発送及び本会運営のために使用させていただきます。
●個人情報は、ご本人様の同意無しに第三者に開示提供することはありません。　●個人情報は、当会が責任をもって管理いたします。

【 個人情報の取扱について 】

応募方法

応募宛先 〒492-8269　稲沢市稲府町 1 番地
市役所東庁舎 1 階　稲沢市社会福祉協議会クイズ係

応募締切 令和4年4月21日（木）必着（応募は1人1枚まで）

当選発表 厳正なる抽選の上、当選は賞品の発送をもって
代えさせていただきます。

応募資格 市内在住のかた

郵便はがきに、①クイズの答え②氏
名（ふりがな）③性別④年齢⑤職業
⑥郵便番号⑦住所⑧電話番号⑨今
号の紙面の中から目に留まった、気
になった記事を 1 つ⑩ご意見・ご感
想などをご記入のうえ、本会までお
送りください。

広 告
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